
本部山本副委員長は、２月７日の機器取り扱い不良により１

０日より乗務を外され、土・日が休みの日勤勤務を命ぜられ

ている。

事象の振り返りとして毎日設定されたテーマでレポートを

提出しているがその件数はすでに１３件にものぼっている。

レポートに対して七沢指導総括助役は、

「答えになっていない」

「ほとんど何が書いてあるのかわからない」

「書いてないことまで読み取れということか」

「このようなことを書く必要があるのか」

などと対応している。これは、山本さんに乗務復帰を諦

めさせようとする悪辣ないじめ、パワハラである。

「今回の事象の原因は何か」のレポートはすでに提出済み

であり、以降の長期にわたる振り返り日勤は不当である。ま

た、ＪＲ東海労の団交委員である山本副委員長の手足を縛る、

春闘破壊・組織破壊攻撃である。

七沢助役ならびに浜松運輸区は本人に謝罪し、直ちに乗務

復帰に向けた正常なプロセスを踏むよう要求する。

ＪＲ東海労ニュース
山本副委員長に対する不当日勤をやめろ！
いじめ・パワハラは許さない！

№２４７３

２０２０年２月２５日
ＪＲ東海労働組合


